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一人口の動き一

　9月1日現在

　　　6．015人
　　　6．385人
　　12寮00人
菩数　2．578世帯
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川西町合併十周年記念式典

圃
九
月
の
行
事

一
口
　
合
併
十
凋
年
記
念
式

二
日
　
土
地
改
良
役
員
会

　
　
千
手
神
社
祭
礼

六
日
　
水
稲
評
価
指
導
会

　
　
賦
保
運
営
協
議
会

七
日
　
町
農
業
委
員
会

　
　
保
育
所
監
査

　
　
千
手
小
運
動
会

八
日
　
中
仙
田
保
育
所
竣
工
式

九
日
　
国
民
年
金
委
員
会

　
　
小
白
倉
え
ん
堤
竣
工
式

十
日
　
民
生
委
員
芸

十
一
日
　
橘
地
区
敬
老
会

十
三
日
　
臨
時
町
議
会

十
五
日
　
敬
老
の
臼
　
山
根
老
人
会

十
八
日
　
家
庭
の
日

二
士
晶
日
　
秋
分
の
日

二
＋
八
日
　
レ
ン
ト
ゲ
ン
カ
…
来
町
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赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
秋
の
声
を
き
く
と
〃
赤
い
羽
根
共
同

募
集
〃
が
や
っ
で
、
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
と
し
は
共
同
募
金
が
発
足
し
て
二

十
年
を
む
か
え
、
こ
の
問
み
な
さ
ん
の

暖
か
い
真
心
に
支
え
ら
れ
て
、
公
的
施

策
の
不
備
を
補
な
い
な
が
ら
明
る
い
社

会
建
設
の
た
め
役
立
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
共
同
募
金
は
た
す
け
あ
い
精
神

か
ら
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
、
各
国
に
お

い
て
も
「
あ
な
た
の
一
日
分
を
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
ひ
じ
ょ
う
に

盛
ん
で
す
．

　
集
ま
っ
た
浄
財
は
、
全
国
の

社
会
福
祉
施
設
や
団
体
、
恵
ま

れ
な
い
人
た
ち
や
災
害
地
に
配

分
さ
れ
る
ば
か
り
f
、
な
＜
、
町

の
社
会
福
祉
協
議
会
に
も
配
分

さ
れ
、
咋
年
度
（
十
八
万
円
）

は
歳
末
援
護
、
保
育
所
の
保
母
講
習
、

子
ど
も
会
の
育
成
、
老
人
福
祉
、
母
子

福
祉
、
身
障
者
福
祉
、
職
業
補
導
、
災

害
見
舞
な
ど
に
使
用
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
と
し
町
の
日
標
類
は
二
十
七
万
四

千
円
、
　
｝
世
帯
当
り
で
百
九
円
と
↓
、
気
っ

て
い
轟
、
い
す
ρ

　
今
月
中
に
、
赤
い
羽
根
共
同
一
、
捧
集
お

筒
を
お
く
ば
り
い
た
し
ま
す
の
で
．
ご
協

力
そ
お
縦
い
㌧
山
．
鵠
ノ
，

社
会
橿
祉
大
会
で
表
彰

　
さ
る
八
月
三
十
臼
、
十
日
町
常
民
体

育
舘
で
開
催
し
た
郡
市
社
会
福
祉
連
合

大
会
マ
、
、
町
の
次
の
方
が
た
が
衷
彰
さ

れ
ま
し
た
。

○
上
野
　
富
井
正
治
さ
ん

　
　
亡
く
な
ら
れ
た
妹
さ
ん
の
遺
志
を

　
つ
い
で
母
子
健
康
セ
ン
タ
；
開
設
に

　
努
力
さ
れ
た
。

○
山
野
田
　
柳
田
　
広
さ
ん

　
　
身
体
障
害
を
克
服
し
て
、
身
障
者

　
　
　
の
団
体
育
成
に
貢
献
し
た
。

○
仁
田
　
小
幡
ハ
ツ
さ
ん

○
伊
友
　
金
崎
ト
ヤ
さ
ん

○
東
善
寺
　
喜
多
ヤ
ヨ
イ
さ
ん

　
　
三
人
と
も
夫
と
死
別
後
、

　
苦
労
に
う
ち
か
っ
て
お
子
さ

　
ん
を
り
っ
ば
に
育
て
ら
れ
た

郵
便
受
箱
を

　
　
備
え
よ
う
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31年
9
月
1
日

9
月
8
日

9
月
”
日

9
月
23
日

”
月
－
日

加
月
3
0
日

π
月
∬
日

π
月
23
日

初
代
町
長
に
中
村
壮
吉
氏

　≦霧

千
手
町
、
仙
田
村
、
橘
村
、
上
野
村
が
合
併
し
て
新
町

「
川
西
町
」
が
誕
生

川
西
町
消
防
団
結
団
式

合
併
後
の
初
議
会
招
集

議
員
総
数
は
六
十
九
名
で
あ
っ
た

橘
中
学
校
完
成

町
長
選
挙
執
行

中
村
壮
吉
初
代
町
畏
に
就
任

第
二
回
町
議
会
、
諸
条
例
、
規
則
と
予
算

椎心撒・隔

　　　　・、

が
審
議
さ
れ
町
政
運
営
の
指
標
が
確
定
し
た

開
町
祝
賀
式
挙
行

千
手
小
学
校
校
舎
完
成

ゴ㌻欝轟驚『｝』『P’・一『’lw1
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中
村
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”
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9
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5
4
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・
郷
搬

一
必
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4
5
£
ユ
、

　
　
ぺ
を
ロ
じ
お
ヨ
ヨ
ロ
ぽ
じ
ロ
ロ
ヨ
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ユ
き
じ
ロ
き
ロ
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正
治
雄
成
㎜

讐
塾
救

　
　
村

蘭　
　
町
山
木
田
杢

　
　
　
丸
押
山
押

合　
　
　
町
村
村
村

　
　
　
手
田
　
野

脚

　
　
　
千
仙
橘
上

「
　　川西町役場庁舎
所在地　川西町大字水ロ沢12番地

32年役場新庁舎が完成
灘
　
鐘

－
月
匁
日

7
月
”
日

8
月
2
日

8
月
3
0
日

π
月
3
0
目

遣
月
3
日

，
鱒
嘱

　　　　
　　鎮
　　箋

　蓑

　蓑
苺

　議
妻馨郵＝‘・

睾
繊

　
箋
、
」

　
　
妻
瞭

　
　
望

蓼　
ぎ

　
蓬

　
　
ユ

　
講
舞
　
鐘

歯嚥講
役
場
機
構
の
一
部
改
革
　

農
業
セ
ン
タ
ー

役
場
新
庁
舎
起
工
式

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
執
行
。
乙
の
時
は
小
選
挙
区
制
で
、

各
選
挙
区
の
議
員
定
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
第
一
選
挙
区
（
旧
千
手
）

　
第
二
選
挙
区
（
旧
上
野
）

　
第
三
選
挙
区
（
旧
橘
）

　
第
四
選
挙
区
（
旧
仙
田
）

　
　
　
合
　
計

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

農
業
セ
ン
タ
ー
完
成

役
場
庁
舎
落
成
式

　
八
名

　
印
名

　
五
名

　
九
名

二
＋
六
名
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欝
欝
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難
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蒙
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33年広報かわにし創刊

3
月
5
日

4
月
1
日

4
月
1
日

7
月
∬
日

赤
谷
の
大
ケ
ヤ
キ
が
県
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定

町
の
文
化
財
総
合
調
査
を
開
始

役
場
機
構
改
革
　
仙
田
支
所
を
除
く
各
支
所
の
戸
籍
関
係

箏
務
を
本
庁
に
移
管

「
広
報
か
わ
に
し
」

第
一
号
創
刊

岩
瀬
橋
完
成

橘
小
学
校
増
改
築

成
る

白
倉
小
学
校
屋
内

運
動
場
竣
工
式

上
野
小
学
校
危
険

校
舎
改
築
工
事
竣

工
式

12
月
η
日
　
本
落
に
共
同
稚
蚕
飼
育
所
完
成

8
月
9
日

8
月
賀
日

9
月
4
日

9
月
5
日

誘
蓼
勲
、
飴
『

き雌
、
黛
纈
爆
無
み
藁
岬

．
繋
鱗

懇

騨

ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
広
報
か
わ
に
し
”
第
脚
号

千
手
農
協
有
線
放
送
業
務
開
始

千
手
保
育
園
竣
工
式

慶
応
大
学
に
よ
る
第
一
回
中
子
遺
跡
発
掘
調
査
実
施

　
7
凸
　
7
（
　
7
4

日月
α
ひ
α

年
、
、
、

任
工
5
女

就
3
3
3

長
名

歴代町
　氏

0
　
7
，

3旦
4

35
38．

7
凸
　
7
4
　
7
轟

a
a
ユ

且
6
α

3
　
3
4

吉
吉
吉
　
　
成
男
　
　
成
三
三

壮
壮
壮
役
利
一
役
利
正
正

村
村
村
助
木
口
入
木
津
津

　
　
　
　
　
　
　
　
収

中
中
中
代
押
田
代
押
根
根

　
　
　
　
歴
　
　
歴

π
月
－
日

π
月
6
日

η
月
κ
日

、川西町
｝
（

昭3／．9．／）

34年

栄
橋
建
設

一

の推移口人

口

｝　”五一二

　6，317

　6，223

　6，442

　7，053

　7，042

8，498

8，643

7，474

7，100

6，256

　　男　　1
訥「”四一”一『『『…庸薗i

6，087i
　　　　　　i
6，2571

6，379

7，746

7，302

8，712

9，336

7，330

6，858

5，941

　　　人
＿総数お指、．』数

12，414i100

12，48α100．5
　　　i
12，821i103．3

14，7ggi119，2

14，344い15・5

17，21σ138．6

17，979h44．3
　　　ト
14，8041119．3

13，958自12．4

12，197198．3
　　　｝

　

障帯数

十
12β46
12，392

ヨ

12，412

次年

2，757

2，642

2，995

3，248

2，786

2，808

2，599

一
｝C

大正9年

大正14年

昭和5年

昭和10年

昭和15年

昭和22年

昭和25年

昭和30年

昭和35年

昭和40年

着
手

合併のうつりかわり

4
月
27
日

4
月

8
月
幻
日

8
月
22
日

加
月
訂
日

室
島
橋
完
成

山
王
原
開
田
終
わ
る

橘
診
療
所
竣
工
式

仙
田
小
学
校
高
倉
分

校
竣
工
式

栄
橋
起
工
式

千手町村一（大／ん／／・／）

千手町
（昭9．8。／）

寸
つ

季
甑

野
忽明

中
（［

ー

宗　正　村一

伊勢平治村

友　重　村

弘道新田村

鶴　吉　村

霜　条　村

坪　山　村

高原田村一一

水口沢村一…

中屋敷村1
東善寺村1千手町村
1衝田村撞明22・幼一
　　　　　1
沖立村1
上新井村」

上野村「＿上野村＿
祖師村一1（明／6・4・25）1

新町新酬一，　　i一上野村一
下平新田村l　　l（明22・4・1）
星名新田村　i　　　　　　訓
二＝三　令虞　番寸

小根岸村皿

璽予　ロ　　ネ寸一一

仁　 田　　ホ寸

牟ケ崎村　ピ『橘　　　村　　． 　 ．、　　皿

木　落　村　1　（明22・4・／）

上村新田　1
長井新田一」

仙田村一　一 …一一一一一
（明22。4．／）

　　　　　　　（賜紬（歯罷募喬）

保
育
施
設
　
　
　
三
士
二
年
に

千
手
保
育
園
が
開
園
し
て
す
で
に
八

年
、
各
地
の
季
節
保
育
所
は
統
合
し

て
へ
き
地
保
育
所
と
な
っ
た
。
乙
と

し
八
月
南
原
保
育
所
も
竣
工
し
た
。

北
田
。
上
野
・
木
落
の
へ
き
地
保
育

所
、
千
手
保
育
園
を
あ
わ
せ
て
六
カ

所
で
三
百
六
十
名
の
幼
児
が
元
気
に

と
ぴ
ま
わ
っ
て
い
る
。

（
写
真
は
北
田
保
育
所
で
写
す
）
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酔
意
気
あ
が
る
町
民
運
動
会

5
月
3
0
日

7
月
諏
日

8
月
π
日

8
月
2
3
日

9
月
6
日

9
月
M
日

加
月

文
化
財
総
合
調
査
報
告
書
「
か
わ
に
し
郷
」
刊
行

合
併
千
手
神
社
せ
ん
宮
式

第
一
回
町
民
運
動
会

上
野
で
老
人
ク
ラ
ブ
「
と
き
わ
会
」
誕
生

橘
小
学
校
危
険
校
舎
改
築
工
事
竣
工
式

町
長
選
挙
執
行
　
中
村
壮
吉
無
投
票
当
選

町
議
補
選
も
あ
わ
せ
行
な
う

川
西
町
勤
労
者
協
議
会
発
足

第2回町民運動会で特別演技をみせる高田高体操チーム専兼業別農家数割合

年36
1
月
刀
日

4
月
－
日 千

手
中
・
上
野
中
を
統
合

川
西
中
学
校
が
発
足

5
月
－
日

5
月
紐
日

6
月

7
月
茄
日

7
月
20
日

8
月
5
日

赤
岩
婦
人
学
級
誕
生

千
手
中
と
上
野
中
を
学
校
統
合

川
西
中
学
校
発
足

役
場
機
構
改
革
に
よ
り
現
在
の
課
制
が
ス
タ
ー
ト

中
仙
田
小
学
校
田
戸
分
校
廃
止

伊
友
・
新
町
。
沖
立
の
蕎
部
落
で
「
農
休
日
」
を
設
定

千
手
地
区
の
中
心
街
に
街
路
灯
完
成

仙
田
橋
竣
工

町
議
会
議
只
一
般
選
挙

大
選
挙
区
制
で
執
行2，003

昭和40年2月1日現在

12　　　　10
月　　　　月
8　　　　　12
日　　　　日

新
潟
県
農
業
研
修
施
設
運
営
協
議
会
総
会
を
招
致

県
下
二
十
八
町
村
が
参
加

川
西
町
商
工
会
設
立

新
装
な
っ
た
仙
田
橋

鍵
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構

麟
瀦

㎡

欝

鰍帆
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37年交通安全町へ仲間入り
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雛
学
校
の
統
廃
合
す
す
む

1
月
η
日
　
千
手
観
音
堂
宇
焼
失

4
月
1
日
　
仙
田
中
学
校
第
二
分
校
廃
止
　
白
倉
中
学
校
新
設

川西町機構図

大活躍のマイクロバス

3
月
四
日
　
川
西
中
学
校
第
一
回
卒
業
式

4
月
　
　
　
公
明
選
挙
推
進
協
議
会
が
発
足

6
月
1
日
　
震
業
共
済
組
合
事
業
を
受
け
入
れ

7
月
1
0
日
　
交
通
安
全
町
宜
言

8
月
加
日
　
交
通
安
全
対
策
協
議
会
結
成

8
月
2
0
日
　
法
務
局
千
手
出
張
所
十
日
町
へ
統
合

刀
月
6
日
　
千
手
小
学
校
で
完
全
給
食
開
始

π
月
η
日
　
橘
中
学
校
工
作
室
竣
工
式

η
月
2
日
　
仙
田
中
学
校
寄
宿
舎
完
成
祝

η
月
6
日
　
中
央
公
民
舘
現
位
置
に
移
転

　
　
　
　
　
十
五
日
か
ら
新
位
置
で
業
務
開
始

災害復旧工事が完成した南沢北沢地区　　　　　　撚

総　務　課

財　政　課

産　業　課

町
　
長

教　養　課

助役
土　木　課

国保衛生課

橘出張所

仙田出張所

上野連絡所

収入役 収入役室

庶務係・文書係
戸籍係・議会係

税務係・国、｛二調査係

農林係・共済係
商工係・農業委員会

教育係・社会係

土木係・災害復旧係

桑製亘委員会

教育委員会

川西町幼稚園

農業委員会

国民健康保険係・衛生係

選挙管理委員会

橘　診　療　所

川西町母子健康センター

固定資産評価審査委員会

監　　査　　委　　員

千　手　診　療　所

8
月
1
日
　
川
西
地
区
農
業
改
良
普
及
所
閉
所

9
月
1
日
　
仙
田
中
学
校
第
一
分
校
廃
校

刀
月
7
日
　
上
野
小
学
校
体
育
舘
竣
工
式

H
月
23
日
　
取
安
川
水
路
工
事
竣
工
式

μ
月
23
日
　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入

η
月
．
」
日
　
南
沢
北
沢
災
害
復
旧
工
事
竣
工
式
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栄橋く写真上＞の完成にともない…　　縫　　　　．P鞭蝿、，

難1薫懸i．蟹難＿，拶．欝1．
　
　
　
鷲
鐵

　
　
　

　
　
　
　
　
■

ペリコプター一による薬剤散布

40年
5
月
忽
日

7
月
∬
日

8
月
20
日

9
月
－
日

π
月
ル
日

刀
月
30
日

　
　
　
　
輩
　
灘

欝
栄
橋
完
成

　
　
　
　
　
五
ヵ
年
の
工
期

み
て

4
月
〃
日

5
月
諏
巳

8
月
1
日

9
月
－
日

9
丹
－
日

9
月
6
日

刀
月
η
日

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
　
　
福
祉
町
へ
前
進

橘
中
学
校
特
別
教
室
管
理
棟
焼
失

千
手
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

川
西
中
学
校
建
設
工
事
竣
工
式

上
野
。
橘
農
協
で
有
線
放
送
開
始

白
倉
に
へ
き
地
教
員
住
宅
完
成

川
西
中
学
校
の
特
別
教
室
が
完
成
し
て
五
力
年
に

わ
た
る
同
校
の
建
設
工
事
が
終
了

節
黒
城
観
光
道
路
開
発

上
野
中
心
街
に
街
路
灯
完
成

ヘ
リ
コ
プ
タ
1
に
よ
る
薬
剤
散
布
を
実
施

赤
岩
小
学
校
完
全
給
食
施
設
完
成

川
西
町
長
選
挙
執
行

中
村
町
長
が
三
選

仁
田
大
原
の
開
田
成
る

栄
橋
完
成

噌
：
：

η
月
2
5
日

町の婦人学級　35年以来各地区にぞくぞく開設されたi
現在、学級数34、在籍学級生1162名。　　　　　　i
学級生が自主的に立案した学習計画により、月1回開級i

するほか、テーマごとのグループ＜72＞学習が行なわi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まれている・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

橘
中
学
校
災
害
復
旧
工
事
完
成

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
落
成

千
手
小
学
校
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
罰
、
．
響
麗
鞘

欝

　
　
鍵
醗

畿
議

　
　
　
、
錘

　
　
　
露
灘
雛
羅

　
　
．
嚢

　　轍
卿

無

唾
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41年

町
勢
振
展
に
あ
ら
た
な

決
意
　
＋
周
年
記
念
式
典
を

　
　
　
　
　
　
　
　
盛
大
に
挙
行

4
月
1
日

4
月
∬
日

4
月
2
7
日

3
月
η
日

7
月
κ
日

7
月
23
日

9
月
1
日

中
越
管
内
で
は
最
初
の
公
立
幼
稚
園
を
設
置

橘
小
学
校
で
完
全
給
食
開
始

役
場
に
電
話
交
換
A
口
を
設
置

町
営
水
道
井
戸
掘
さ
く
工
事
入
札

千
手
観
世
音
本
殿
落
成

千
手
郵
便
局
舎
落
成

合
併
十
周
年
記
念
式
典

　
　
　
多
～
多
～
5
～
～
～
～
～
．
～
～
ノ
，
㌔
4
2
3
～

＊
記
念
式
典
式
辞
＊

合
併
十
周
年
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
西
町
長
中
村
壮
吉

他町村にさきがけて開設した川西幼稚薗

　
近
来
に
な
い
暑
い
折
が
ら
し
か
も

『
遠
路
わ
ざ
わ
ざ
多
数
の
ご
来
賓
を
迎

え
、
こ
こ
に
川
西
町
合
併
十
闇
年
の

9
祝
賀
式
を
行
な
う
こ
と
は
慶
賀
に
た

・
え
ま
せ
ん
，
り
っ
ぱ
な
川
西
町
に
育

て
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
み
な
さ
ま
に

一
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
て
あ
い
さ
つ
代

り
わ
り
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
ご
承
知
の
よ
う
に
ど
こ
の
合
併
に

つ
い
て
も
合
併
前
に
そ
れ
ぞ
れ
約
束

が
あ
る
よ
う
に
合
併
後
に
も
時
代
に

即
応
し
た
希
望
が
あ
り
、
し
か
も
そ

れ
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
戦
後
に
お
け

る
な
に
や
か
に
や
と
物
心
両
面
に
ひ

　
っ
ぱ
く
し
て
お
る
時
代
に
つ
い
て
は

・
ま
こ
と
に
困
っ
た
大
き
な
問
題
を
か

か
え
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
私
の
町
は
町
民
の
み

　
な
さ
ん
の
心
が
け
が
よ
い
の
と
、
ま

た
心
が
け
が
よ
い
だ
け
に
上
司
の
方

が
た
始
め
、
関
係
の
み
な
さ
ん
が
た

の
大
き
な
ご
協
力
の
も
と
に
遂
次
で

は
あ
り
ま
す
が
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
、

そ
れ
ぞ
れ
の
与
え
ら
れ
た
も
の
を
完

成
さ
せ
て
十
年
を
迎
え
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
改
め
て
お
礼
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

　
特
に
本
日
こ
こ
に
表
彰
を
申
し
上

げ
る
人
た
ち
に
つ
い
て
は
特
段
の
お

難
儀
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

を
併
わ
せ
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。
私
た
ち
の
町
は
小
千
谷
市

と
十
日
町
の
り
っ
ば
な
市
に
は
さ
ま

れ
た
離
れ
小
島
の
町
で
す
ー
ど
う
か

き
ょ
う
の
お
祝
い
の
式
典
を
通
じ
ま

し
て
そ
し
て
今
後
と
も
町
の
発
展
の

た
め
に
み
な
さ
ん
が
た
の
よ
り
よ
い

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

～
～
ノ
覧
～
～
♂
5
｛
｛
」
・
塾
｝
7

▽
挙
家
転
出
△

国
保
の
異
動
届

け
を
確
実
に

　
一
家
こ
ぞ
っ
て
、
町
外
へ
転
出
す
る

世
帯
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
事

例
の
大
部
分
の
世
帯
が
、
未
処
分
の
資

産
の
固
定
資
産
税
や
、
転
出
証
明
（
配

給
）
の
存
置
な
ど
の
こ
と
と
混
同
し
て

国
民
健
康
保
険
の
異
動
届
け
を
し
な
い

で
、
そ
の
ま
ま
、
被
保
険
者
証
を
転
出

先
へ
持
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
、
そ
の
世
帯
の
保

険
料
を
、
親
類
、
縁
者
が
そ
の
後
も
立

て
替
え
て
納
め
て
い
る
例
が
数
多
く
見

．
つ
け
ら
れ
、
数
カ
月
後
に
そ
れ
が
判
明

し
て
、
被
保
険
者
資
格
の
喪
失
時
期
の

間
題
や
保
険
料
還
付
の
事
務
な
ど
に
、

大
変
な
わ
ず
ら
わ
し
い
こ
と
が
お
こ
っ

て
き
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
い
つ
も
機
会
の
あ
る

ご
と
に
説
明
し
て
い
る
の
で
す
が
、
国

民
健
康
保
険
は
、
誰
で
も
現
住
地
の
市

町
村
国
保
の
被
保
険
者
に
な
る
の
が
原

則
で
あ
っ
て
、
本
籍
地
や
、
資
産
の
あ

る
場
所
な
ど
に
は
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん

　
転
出
の
と
き
は
、
転
出
証
明
な
ど
の

手
続
き
と
一
緒
に
、
必
ず
、
国
保
の
異

動
届
け
を
出
す
と
と
も
に
被
保
険
者
証

を
返
し
、
保
険
料
の
精
算
な
ど
の
手
続

き
を
完
全
に
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
後
の
あ
た
ら
し
い
保
険
は
、
転

出
先
の
市
町
村
の
国
保
か
、
事
業
所
の

社
会
保
険
で
あ
ら
た
め
て
新
規
加
入
の

届
け
を
し
て
、
現
住
地
と
前
住
地
の
被

保
険
者
資
格
の
効
力
を
ま
ち
が
え
な
い

よ
う
に
ね
が
い
ま
す
。

＝
＝
＝
＝
＝
騨
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
二
＝
＝
＝
二
脚
＝
こ
＝
網
＝
｝
＝
＝
＝
＝
騨
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
二
＝
一
＝
二
一
二
＝
＝
一
＝
二
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
髄
＝
傅
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
噛
＝
＝
二
＝
二
＝
＝
＝
＝
＝
“
＝
＝
＝
幅
＝
二
｝
＝
二
帽
＝
＝
二
噛
＝
＝
｝
＝

う
ぶ
ご
え
の
カ
ゲ
に

　
千
手
と
上
野
は
吉
田
と
合
併
、
橘
は

下
条
と
合
併
し
た
ら
ど
う
か
、
で
な
け

れ
ば
、
千
手
は
十
日
町
、
川
治
、
六
箇

吉
田
と
合
併
、
上
野
と
橘
は
下
条
と
合

併
す
る
も
よ
し
、
千
手
と
上
野
だ
け
で

合
併
し
て
も
よ
い
、
仙
田
は
一
村
の
ま

ま
現
状
維
持
で
ゆ
け
、
と
い
う
の
が
、

町
村
合
併
促
進
法
が
施
行
さ
れ
た
直
後

に
県
が
示
し
た
合
併
構
想
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
案
が
示
さ
れ
る
と
川
西
郷
の
動

き
は
ガ
ゼ
ン
あ
わ
た
だ
し
く
な
っ
た
。

ま
ず
、
千
手
の
首
脳
部
が
上
野
を
訪
れ

千
手
、
上
野
、
吉
田
の
三
力
町
村
で
合

併
し
よ
う
と
話
し
か
け
た
。
上
野
は
、

大
正
期
に
合
併
交
渉
の
あ
っ
た
い
き
さ

つ
か
ら
橘
も
加
え
た
が
よ
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
橘
と
千
手
へ
合
併
を
申
し

入
れ
た
。
橘
は
、
住
民
の
世
論
を
き
い

て
川
西
郷
の
大
同
合
併
を
と
な
え
、
真

人
む
こ
れ
に
同
調
し
た
か
に
見
え
た
。

　
町
村
ご
と
に
ほ
ん
走
の
結
果
、
千
手

上
野
、
橘
、
仙
田
、
真
人
、
吉
田
の
、

川
西
郷
六
力
町
村
の
首
脳
が
千
手
に
集

ま
っ
て
協
議
し
た
。
吉
田
は
経
済
が
十

日
町
へ
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に

絶
対
反
対
を
と
な
え
た
。
真
人
は
産
業

面
で
提
携
し
て
い
け
る

下
条
と
の
合
併
を
望
ん

だ
。
上
野
と
橘
は
合
併

後
の
中
心
部
説
を
主
張

し
た
．
千
手
は
、

　
　
　
　
　
　
　
国
鉄
固
定
資
産
税
が

は
い
る
こ
と
も
あ
（
て
、
財
政
的
に
恵

ま
れ
な
い
上
野
や
橘
が
中
心
部
に
な
る

よ
う
な
合
併
は
し
た
く
な
か
っ
た
。

　
ま
と
ま
る
こ
と
も
な
く
も
め
て
、
月

日
は
矢
の
よ
う
に
す
ぎ
た
。
仙
田
は
川

西
郷
の
大
同
合
併
を
希
望
し
、
関
係
町

村
を
歴
訪
し
た
。
橘
も
こ
れ
に
賛
成
し

た
。
し
か
し
、
吉
田
は
十
日
町
に
合
併

を
申
し
入
れ
、
真
人
は
小
千
谷
に
か
た

む
い
て
い
っ
た
。
合
併
の
カ
ギ
を
に
ぎ

る
千
手
は
、
上
野
と
合
併
し
て
大
千
手

町
を
建
設
し
た
い
意
向
を
表
明
し
た
。

　
吉
田
と
真
人
が
離
れ
た
川
西
郷
の
合

併
は
、
千
手
が
中
心
に
な
っ
て
推
進
し

た
。
楠
は
、
千
手
や
上
野
な
ら
と
も
か

　
　
　
　
　
　
か
く
、
ポ
ツ
ン
と
離
れ

　
　
　
　
　
・
た
仙
田
を
含
む
の
は
ム

　
　
　
　
　
　
リ
だ
と
主
張
し
た
。
こ

　
　
　
　
　
　
の
た
め
冷
却
期
間
を
お

い
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
全
面

的
に
賛
成
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
ま
た

上
野
と
千
手
の
首
脳
部
も
橋
と
仙
田
を

訪
れ
、
対
等
合
併
の
用
意
が
あ
る
こ
と

を
申
し
入
れ
た
。
こ
う
し
て
四
力
町
村

の
新
設
合
併
を
き
め
る
会
議
は
、
昭
和

二
十
九
年
十
一
月
二
日
に
ひ
ら
か
れ
た

　
約
束
は
し
た
け
れ
ど
、
町
名
は
千
手

に
、
庁
舎
は
千
手
町
役
場
に
と
主
張
す

る
千
手
に
対
し
、
上
野
と
橘
は
新
町
名

と
し
、
庁
舎
は
千
手
と
上
野
の
中
央
に

と
い
っ
て
ゆ
ず
ら
な
か
っ
た
。
仙
田
は

町
名
を
川
西
町
と
し
、
庁
舎
の
位
置
は

上
野
と
橘
に
同
調
す
る
と
い
い
、
そ
う

ぜ
ん
と
な
り
、
こ
ん
ど
こ
そ
実
現
す
る

と
思
わ
れ
た
合
併
に
、
ま
た
し
て
も
冷

却
期
間
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
り
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
の
世
論
か
ら
ふ
た

た
ぴ
協
議
会
が
ひ
ら
か
れ
、
難
産
の
あ

げ
く
に
庁
舎
の
位
置
と
町
の
名
が
き
ま

っ
た
。
瑞
穂
町
に
と
い
う
声
も
あ
っ
た

が
、
古
く
か
ら
呼
ぴ
な
れ
て
き
た
川
西

が
も
っ
と
も
愛
称
さ
れ
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
川
西
町
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
思

え
ば
、
静
か
な
る
革
命
と
い
わ
れ
た
町

村
合
併
の
カ
ゲ
の
、
波
乱
に
満
ち
た
川

西
町
の
誕
生
で
あ
（
た
。
あ
れ
か
ら
十

年
、
町
民
の
胸
中
や
い
か
に
。
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モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
も

強
制
保
険
を

　
原
動
機
付
自
転
車
が
十
月
輯
日
か
ら

強
制
保
険
を
つ
け
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
く

な
り
、
ま
た
耕
う
ん
機
が
強
制
保
険
を

つ
け
な
く
て
も
運
転
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
．

「
自
動
車
損
害
陪
後
保
障
法
の
輌
部
改

正
に
つ
い
て
」

　
自
動
車
損
害
賠
償
保
償
法
及
同
法
施

行
令
が
六
月
二
十
九
日
に
改
正
さ
れ
、

自
動
車
損
害
保
障
制
度
が
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
し
た
。

第
榊
に
一
般
に
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
と
い

わ
れ
て
い
る
原
動
機
付
自
転
車
が
保
障

法
の
対
象
に
加
え
ら
れ
、
十
月
一
日
か

ら
は
強
化
保
険
を
つ
け
な
け
れ
は
運
転

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
強
制
保
険

は
人
身
自
故
を
起
し
た
場
合
の
保
険
で

加
害
者
は
自
分
の
支
払
っ
た
賠
償
金
に

つ
い
て
死
亡
の
場
合
は
百
五
十
万
円
ま

で
、
傷
害
の
場
合
は
最
高
五
十
万
円
ま

で
保
険
金
を
請
求
で
き
ま
す
し
、
被
害

者
も
直
接
保
険
金
を
講
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ひ
き
逃
げ
事
故
や
保
険
に
は

い
っ
て
い
な
い
原
動
機
付
自
転
車
に
よ

る
恥
故
の
場
合
も
十
月
一
日
か
ら
は
保

険
会
社
を
通
じ
て
政
府
に
保
障
金
を
講

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
な
お
強
制
保
険
は
八
月
一
日
か
ら

各
保
険
会
社
で
受
け
つ
け
ま
す
の
で
十

月
醐
日
ま
で
に
す
べ
て
の
バ
イ
ク
に
強

制
保
険
を
つ
け
て
く
だ
ざ
い
。

保
険
料
は
一
年
間
で
二
千
五
百
四
十
円

で
す
。
強
制
保
険
を
つ
け
る
と
促
険
会

社
か
ら
保
険
証
明
書
と
保
険
ス
テ
ッ
カ

！
を
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
バ
イ
ク
は
こ

の
保
険
証
明
書
を
備
え
つ
け
、
保
険
ス

テ
ッ
カ
ー
を
車
体
に
表
示
し
々
け
れ
ぱ

運
転
で
き
な
く
な
り
ま
▲
す
。

第
二
に
農
業
協
同
組
合
及
ぴ
連
合
会
に

お
い
て
強
制
保
険
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
新
た
に
責
任
共
済
を
行
な
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結

果
農
家
の
方
は
強
制
保
険
の
代
わ
り
に

責
任
共
済
に
は
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
た
だ
し
責
任
共
済
の
利
用
で
き
る
自

動
車
は
、
農
家
の
軽
自
動
車
及
ぴ
原
鋤

機
付
自
転
車
と
組
合
の
自
動
車
に
限
ら

れ
ま
す
。
責
任
共
済
の
始
ま
る
の
は
八

月
一
日
か
ら
で
す
。

第
三
に
七
月
｝
日
か
ら
保
険
金
の
支
払

い
限
度
額
が
死
亡
百
万
円
が
百
五
十
万

円
に
傷
害
三
十
万
が
五
十
万
円
に
、
後

遺
症
五
万
円
か
ら
百
万
円
が
七
万
円
か

ら
百
五
十
万
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
現
在
締
結
さ
れ
て
い
る
契

約
仁
つ
い
て
も
七
目
一
日
以
後
発
生
し

た
事
故
に
つ
い
て
は
新
し
い
限
度
額
で

支
払
わ
れ
ま
す
。

第
四
に
い
わ
ゆ
る
耕
運
機
と
い
わ
れ
る

農
耕
作
業
用
小
型
粧
殊
自
動
車
が
保
障

法
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
、
今
後
は
強
制

保
険
を
っ
け
な
く
て
も
運
転
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
現
在
締
結
し

て
い
る
契
約
は
そ
の
保
険
期
間
の
終
期

ま
で
は
有
効
で
す
が
、
解
約
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

ー
町
議
会
報
告
ー

　
　
　
選
管
委
員
の
改
選
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
三
日
に
定
例
会
招
集

　
九
月
定
例
町
議
会
は
十
三
日
に
招
集

さ
れ
る
。
予
定
さ
れ
て
い
る
お
も
な
附

議
事
件
は
次
の
と
お
り
。

1
　
選
挙
管
理
委
員
及
ぴ
補
充
員
の
選

挙
に
つ
い
て

2
　
教
育
委
員
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

　
め
る
こ
と
に
つ
い
て

5
　
損
害
評
価
会
委
員
選
任
に
つ
き
同

　
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

部
改
正
に
つ
い
て

　
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
康
保
険
（
施
設
勘
定
）
特
別
会
計
補

　
正
予
算
に
つ
い
て

4
　
川
西
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

5
　
昭
和
四
十
一
年
度
川
西
町
一
般
会

6
　
昭
和
四
十
一
年
度
川
西
町
国
民
健

O
顧
ひ
●
0
●
9
●
O
●
ロ
ロ
ロ
O
●
●
儲
o
ロ
鵬
D
■
9
●
■
ロ
0
0
6
6
9
㊤
●
8
9
0
●
●
0
●
●
0
0
ロ
9
0
9
0
0
0
0
0
9
鵬
O
o
”
巳
9
0
ロ
9

出
稼
ぎ
さ
れ
る
方
へ

　
昨
年
来
出
稼
対
策
は
県
の
塵
要
施
策

と
な
り
、
出
稼
者
は
安
定
所
を
通
じ
て

就
労
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
就
労
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
最
近
の
出
稼
者
の

殆
ど
が
高
賃
金
の
職
場
を
希
望
し
て
い

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、
県
で
は
安

定
所
に
出
稼
労
務
者
台
帳
を
作
成
し
、

良
質
求
人
の
確
保
に
努
力
す
る
京
に
な

り
作
成
方
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
の
で
出

稼
希
望
者
は
嘱
託
員
を
通
じ
て
配
付
さ

れ
る
用
紙
に
ご
記
入
の
上
役
場
社
会
係

へ
提
出
く
だ
さ
い
。

県
下
議
員
研
修
会

に
参
加

　
九
月
七
日
長
岡
厚
生
会
館
に
お
い
て

県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
県
下
町
村

議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
町
か
ら
も

二
十
二
名
の
議
員
が
受
講
し
た
。
講
師

は
政
治
評
論
家
長
谷
部
忠
、
講
演
の
題

名
は
「
内
外
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
」

15

日
～
2
1
日

　
老
人
福
祉
週
間

ー
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

た
の
し
い
老
後
ー

本
年
は
十
五
臼
の
「
敬
老
の
日
」
が
国

民
の
祝
日
に
加
え
ら
れ
、
老
後
の
生
活

を
明
る
＜
、
ゆ
た
か
に
す
る
た
め
、
す

べ
て
の
人
が
協
力
し
、
平
和
な
家
庭
、

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
気
運
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
。

こ
の
際
多
銭
、
に
わ
た
っ
て
社
会
に
つ
く

し
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝

う
と
と
も
に
、
老
人
福
祉
に
つ
い
て
の

関
心
と
理
解
を
深
め
、
ま
た
老
人
自
身

も
時
代
と
共
に
生
き
る
意
欲
を
い
っ
そ

う
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

今
任
．
も
こ
の
運
動
を
強
力
に
す
す
め
、

老
後
の
し
あ
わ
せ
を
国
民
全
体
で
打
ち

た
て
た
い
も
の
で
す
。

　
県
で
は
七
十
五
才
以
上
の
方
に
例
年

の
通
り
記
念
菓
が
九
十
才
の
方
に
記
念

品
と
褒
状
が
贈
ら
れ
ま
す
。

川
西
町
の
対
象
者
は
記
念
菓
三
百
八
十

二
名
、
記
念
品
は
次
の
三
名
の
方
で
す
㎜

　
中
仙
田
　
南
雲
ス
ミ
（
昇
）

　
赤
谷
高
橋
ハ
ル
（
庄
平
）

　
下
平
新
田
樋
ロ
イ
子
（
正
雄
）

　
配
念
菓
、
記
念
贔
酔
．
マ
は
Q
ず
れ
も
民

生
委
員
を
通
じ
て
』
、
老
人
福
祉
週
閲
」

中
に
各
家
庭
に
お
配
り
す
る
予
定
で
す

戸
籍
の
窓
か
ら

う
ぶ
声
ー
御
す
二
や
か
に

　　　　設運量長童，重重、鉦、　　1鱗詣暮灘漿臨鐸膿
　　　　　　　　　　　　（昭梱1年9月拍調）　す厚峯嵐塞正明靖髄知

　　　（鎮）　才　…　（西）才子　　子人　子子　
’上村子之吉（上野）95i横響ロヨ子（木落）9　　麟　興清米國榮

ll辮灘羅il諜ll蛋難諜籍難甕
灘畷巖翻li獣鐸．凝震奮儒谷嬰蓑語野見遜

昇
天
ー
御
め
い
福
を
祈
る

◎熊》◎｛◎

百　　　 口

合　頼太1
子勇子郎御仁室野岩中岩赤木仁
　　　　　　　　　　イ山野赤東寺円田島口瀬田瀬谷島田
口岩京蕎満四四五六七七七七七
か　か　　に　〇六六九三四五六九
ら　　ら

コン（小臼倉）88

トラ（木落）88
ヨ子（上　野）87
ミイ。（高倉）87

キイ（四郎兼）87

憧太（下平）86
直三（中島町）86
コヨ（中仙田）86

ソメ（発電通）86

口
幡
井
橋
橋
水
林
林

江
小
窟
高
高
清
小
小
宮

帰
　
　
　
σ
　
　
　
〃
　
　
　
’
　
　
　
謬
　
　
　
〃
　
　
　
穿
　
　
　
麓
厚
　
　
’
　
　
　
夕

イ子（下平）90
久蔵（原　田）89

熊蔵（元　町）88
菊蔵（野　口）88

庫蔵（小日倉）88
ムメ（越ケ沢）87
常司（新　町・）87

仲蔵（小臼倉）87

ノイ（沖立）86
ツナ（霜条）86
ミネ（岩　瀬）86

畑
越

田
村

中
崎
山

田
川
内

口
田
名
條

江
廣
星
中
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食
品
営
業
店
の
一
日
巡
回
監
視

　
　
店
先
き
に
も

　
　
　
　
　
　
ゴ
ミ
入
れ
が
ほ
し
い
1

　
お
盆
も
迫
っ
た
八
月
九
日
、
各
地
区
の
婦
人
代
表
と
女
子
中
学
生
の
代
表
か
ら

ご
足
労
い
た
だ
き
食
品
営
業
店
の
一
日
巡
回
監
視
、
名
づ
け
て
「
親
子
監
視
」
を

実
施
し
て
み
ま
し
た
。

　
消
費
者
の
目
と
し
て
、
す
る
ど
い
感
覚
で
短
時
間
の
間
に
見
て
き
た
問
題
点
の

主
な
も
の
を
列
記
し
て
、
食
品
衛
生
に
対
す
る
認
識
と
協
力
と
思
い
や
り
を
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
お
与
え
願
わ
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

一
、
施
設
に
つ
い
て

飲
食
営
業
店
の
三
槽
式
流
し
台
、
換

気
扇
、
殺
菌
灯
と
立
派
に
揃
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
に
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
な

台
所
が
あ
り
改
善
が
望
ま
れ
る
。

O
残
飯
の
仕
末
は
キ
チ
ン
と
さ
れ
て

い
る
か
、
汚
物
鎌
の
管
理
が
心
配
。

O
棚
は
戸
が
つ
く
か
、
カ
ー
テ
ン
等

で
ホ
コ
リ
が
は
い
ら
な
い
よ
う
に
設

備
し
て
、
の
れ
ん
等
は
汚
れ
た
ら
洗

濯
す
る
か
、
は
ず
し
た
が
よ
い
。

二
、
食
品
の
取
り
扱
い

o
菓
子
の
ピ
ン
セ
ツ
ト
は
外
に
放
置

し
て
お
か
な
い
こ
と
。

O
ト
コ
ロ
テ
ン
を
水
の
中
へ
入
れ
て

お
く
場
合
は
流
水
か
時
々
水
を
替
え

る
こ
と
。

O
業
種
に
よ
り
白
衣
の
着
用
が
完
全

に
励
行
さ
れ
て
い
る
か
。

O
手
ふ
き
、
汗
ふ
き
の
兼
用
は
止
め

て
下
さ
い
．

O
食
品
製
造
中
、
頭
髪
は
お
ち
な
い

よ
う
に
帽
子
等
で
キ
チ
ン
と
す
る
。

三
、
環
境
に
つ
い
て

0
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
カ
ラ
等
の
汚

物
入
れ
は
店
先
に
ぜ
ひ
ほ
し
い
。

o
調
理
室
の
整
頓
、
清
掃
は
常
に
や

り
、
野
菜
く
ず
は
早
目
早
目
に
と
り

か
た
ず
け
る
。

四
、
手
　
洗
　
　
い

O
手
洗
器
そ
の
も
の
が
汚
れ
て
い
て

手
洗
い
を
し
た
く
と
も
敬
遠
し
た
く

な
る
よ
う
な
の
が
あ
り
、
ク
レ
ン
ザ

ー
等
で
み
が
い
て
お
か
れ
た
い
。

0
手
洗
い
施
設
が
あ
る
だ
け
で
、
用

を
な
し
て
い
な
い
の
が
あ
る
。
シ
ャ

ボ
容
器
の
中
へ
液
を
確
実
に
入
れ
て

お
い
て
ほ
し
い
．

0
手
洗
い
を
消
費
者
も
利
用
で
き
る

位
置
に
設
置
願
い
た
い
。

五
、
商
品
等
に
つ
い
て

0
ホ
コ
リ
が
多
く
時
々
払
っ
て
お
か

れ
た
い
．
特
に
ビ
ン
類
の
ホ
コ
リ
が

目
立
ち
、
い
く
ら
中
味
だ
け
飲
む
も

の
で
も
購
買
意
欲
が
お
ち
る
。

0
八
百
屋
さ
ん
の
店
頭
に
腐
っ
た
野

菜
が
混
入
さ
れ
て
い
る
の
が
あ
り
、

早
屓
に
廃
棄
し
て
、
買
う
側
に
い
か

に
も
新
鮮
と
い
う
感
じ
を
与
え
る
べ

く
努
力
さ
れ
た
い
。

O
商
品
の
区
分
け
を
よ
く
し
、
食
料

品
と
雑
貨
類
は
は
っ
き
り
区
分
し
、

貿
い
手
、
売
り
手
両
方
と
も
便
利
よ

　
　
農
繁
期
で
す
。
今
月
は
ビ
タ
ミ
ン
恥

　
の
不
足
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

★
ど
れ
だ
げ
と
っ
て
い
る
か

　
　
よ
く
B
足
ら
ん
と
言
う
言
葉
を
耳
に

　
す
る
と
思
い
ま
す
が
（
ビ
タ
ミ
ン
功
不

　
足
の
こ
と
で
す
）
国
民
栄
養
調
査
の
結

果
の
摂
取
量
は
、
一
、
〇
五
ミ
リ
9
、
基

，
準
量
は
一
、
ニ
ミ
リ
暫
で
数
字
の
上
で
は

　
若
干
の
不
足
程
度
で
あ
る
が
実
際
は
こ

　
れ
に
調
理
上
の
損
失
を
考
え
る
と
相
当

　
不
足
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
又
、
高
温

　
高
湿
、
重
労
働
、
妊
娠
時
に
な
る
と
よ

　
り
以
上
の
消
耗
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す

　
栄
養
調
査
の
結
果
で
は
終
戦
直
後
よ
り

　
現
在
の
方
が
摂
取
量
が
少
い
と
い
う
数

　
字
が
出
て
お
り
ま
す
。
現
在
で
は
種
々

　
の
栄
養
剤
が
出
廻
わ
っ
て
い
る
た
め
、

　
す
ぐ
薬
を
の
む
の
で
死
亡
す
る
よ
う
な

　
重
症
者
が
な
く
な
っ
た
だ
け
で
す
。
功

は
食
物
で
摂
る
こ
と
が
理
想
で
ば
あ
る

が
今
の
日
本
の
食
生
活
で
は
無
理
だ
そ

う
で
す
。
町
は
毎
日
摂
ら
な
け
れ
ば
だ

め
で
す
。
又
い
く
ら
多
く
摂
っ
て
も
余

分
の
も
の
は
そ
の
日
の
う
ち
に
尿
中
に

排
せ
つ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

☆
B
足
ら
ん
の
症
状
は

　
ご
承
知
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
代
表
的

な
も
の
が
脚
気
、
こ

、
れ
が
長
ぴ
く
と
心
臓

肝
臓
病
そ
の
他
種
々

の
病
気
の
原
因
に
な

　
手
近
な
物
で
落
花
生
、
ゴ
マ
等
種
実

類
大
豆
、
え
ん
ど
う
豆
、
豚
肉
、
獣
鳥

類
の
内
臓
等
、
こ
の
辺
で
は
あ
ま
り
食

べ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
セ
ロ
リ
ー
に

は
と
て
も
多
量
に
恥
が
含
ま
れ
て
い
て

生
食
す
る
と
一
五
〇
9
位
で
普
通
人
の

恥
は
十
分
補
給
出
来
ま
す
の
で
強
壮
剤

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
乙
こ
に
あ
る
と
思

レ
顧
一
一
8
，
0
●
富
＝
7
菖
3
＝
り
．
●
0
嶺
3
7
畠
3
一
甲
7
0
呂
一
一
一
三
＝
一
一
7
畠
雷
一
り
1
呂
＝
号
．
●
一
＝
＝
●
■
＝
＝
冒
，
■
＝
3
層
ト
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ト

㎜
促
催
婦
だ
よ
り
㎜

髄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

」
3
器
7
昌
＝
霊
鳴
3
騨
一
一
－
0
6
口
2
一
7
昌
一
〇
噂
7
■
冒
＝
7
一
累
O
一
7
●
一
霧
儒
7
呂
3
＝
轟
0
畠
＝
7
●
，
3
冒
ー
算
3
3
一
噌

り
ま
す
。
医
師
で
も
初
期
の
診
断
は
む

ず
か
し
い
そ
う
で
す
が
、
一
般
的
症
状

と
し
て
、
食
欲
不
振
、
肩
コ
リ
、
疲
れ

や
す
い
、
無
気
力
、
手
足
の
し
ぴ
れ
、

吐
気
等
あ
ら
ゆ
る
病
気
に
関
係
の
あ
る

症
状
が
多
い
わ
け
で
す
。

＾
X
多
く
含
ま
れ
て
い
る
食
物

た
め
に
）

い
ま
す
。

☆
あ
な
た
は
ど
れ
を

　
え
ら
ぶ
（
一
日
量

　
一
、
一
一
ミ
リ
9
と
る

　
　
種
類
。
数
量
　
　
　
　
価
格

0
強
化
麦
　
一
〇
〇
9
　
　
五
銭

0
強
化
米
　
○
、
八
9
　
　
八
十
銭

o
ア
リ
ナ
ミ
ン
A
一
錠
　
　
四
円

o
ア
リ
ナ
ミ
ン
F
一
錠
　
　
五
円

　
注
　
強
化
麦
の
場
合
は
同
時
に
ビ
タ

お
り
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は

自
然
の
増
水
が
急
速
な
の
で
、
最
も
危

険
で
す
か
ら
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
、
渇
水
の
た
め
、
ダ
ム
下
流
の
水
が
少

　
い
と
き
に
降
雨
な
ど
で
上
流
か
ら
の

　
増
水
が
生
じ
た
と
き
。

二
、
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
急
激
な
増
水

　
の
と
き
。

三
、
洪
水
の
と
き
。

　
悲
し
い
水
難
事
故
も
交
通
事
故
や
傷

害
事
故
と
同
じ
よ
う
に
一
人
一
人
が
自

戒
し
、
増
水
の
場
合
な
ど
は
す
ぐ
退
避

す
る
な
ど
自
分
で
白
分
を
護
る
よ
う
注

意
す
る
こ
と
が
、
最
も
大
切
か
と
存
じ

ま
す
。
な
お
ダ
ム
水
門
の
運
用
に
は
、

下
流
に
急
激
な
水
位
変
動
を
生
じ
な
い

よ
う
操
作
す
る
な
ど
、
細
心
の
注
意
を

払
う
と
と
も
に
、
宮
中
取
水
ダ
ム
と
浅

川
原
調
整
池
（
十
日
町
吉
田
所
在
）
に

は
、
警
報
サ
イ
レ
ン
を
設
備
し
て
、
増

水
時
の
場
合
に
は
、
退
避
を
警
報
し
て

　
ミ
ン
助
O
、
五
と
れ
る
。

な
お
、
ビ
タ
ミ
ン
類
は
主
食
に
強
化
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

薬
は
簡
単
に
と
れ
ま
す
が
忘
れ
る
と
言

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
大
量
の
む
こ

と
は
ビ
タ
ミ
ン
剤
で
も
保
健
楽
で
は
な

く
医
療
面
に
は
い
り
ま
す
し
む
だ
が
多

い
と
思
い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日

仙橘」二千
田　野手

＋
二
日

五
日

六
日

　
七
田

十十二十
一プくヨープく

日日口日

　
と
に
か
く
毎
日
が
重
労
働
の
連
続
の

月
で
す
。
朝
の
目
ざ
め
が
す
っ
き
り
と

気
持
良
け
れ
ば
健
康
の
証
拠
で
す
。
こ

れ
を
健
康
の
パ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
し
て
収

穫
期
を
健
康
で
過
し
て
く
だ
さ
い
。

　
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
0
自
分
の
商
品
に
自
信
を
も
ち
、
流

　
通
の
こ
と
に
も
関
心
を
寄
せ
て
、
仕

　
入
れ
販
売
に
古
い
も
の
が
残
ら
な
い

　
よ
う
ご
努
力
願
い
た
い
。

消
費
者
の
認
識

■
ま
た
、
営
業
者
側
か
ら
の
声
と
し
て

は
、
仕
出
し
等
の
食
べ
物
は
早
目
早
目

に
召
し
上
が
る
よ
う
に
、
冷
蔵
庫
は
過

信
し
な
い
よ
う
に
等
、
食
中
毒
は
消
費

者
と
営
業
者
双
方
の
認
識
に
よ
り
一
人
．

も
出
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
る
べ
く
熱

心
に
懇
談
さ
れ
て
い
た
。

　
食
品
鴬
業
者
は
も
と
よ
り
、
一
般
消

費
者
の
方
も
食
品
衛
生
に
関
心
を
も
つ

て
、
日
常
生
活
に
と
り
入
れ
、
健
か
な

毎
日
が
送
ら
れ
る
よ
う
ご
配
慮
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
食
品
衛
生
協
会
川
西
分
会

　
　
　
　
　
川
西
町
役
場
国
保
衛
生
課

水
難
防
止
に
つ
い

て
の
お
願
い

国
鉄
信
濃
川
発
電
所

　
国
鉄
輸
送
の
重
要
動
力
源
で
あ
る
当

所
の
発
電
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
常

常
多
大
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
発
電
所
は
、
信
濃
川
の
水
を
宮
中

．
（
中
里
村
）
に
て
取
り
入
れ
、
長
大
な

水
路
ト
ン
ネ
ル
で
発
電
所
へ
導
入
す
る

い
わ
ゆ
る
水
路
式
の
発
電
所
で
す
。

宮
中
の
取
水
ダ
ム
は
貯
水
式
の
ダ
ム
と

ち
が
い
上
流
か
ら
き
た
水
を
貯
水
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

従
っ
て
降
雨
な
ど
で
上
流
か
ら
の
増
水

し
た
分
は
、
ダ
ム
の
水
門
を
除
々
に
開

い
て
、
自
然
の
姿
で
下
流
へ
放
流
し
て

お
り
ま
す
。
次
に
警
報
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
時
機
を
示
し
ま
す
。

設
備
場
所
　
宮
中
取
水
口

吹
鳴
す
る
時
機

①
渇
水
の
た
め
ダ
ム
下
流
の
水
が
少
い

と
き
に
、
降
雨
な
ど
で
上
流
か
ら
の
増

水
が
生
じ
た
と
き
。

②
洪
水
及
ぴ
不
慮
の
災
害
な
ど
で
取
水

口
の
放
流
が
急
激
に
増
水
す
る
と
き
。

③
そ
の
他
水
難
防
止
の
た
め
警
報
を
必

要
と
す
る
と
き
。

設
備
場
所
　
浅
川
原
調
整
池

①
発
電
所
が
故
障
の
た
め
、
急
激
に
水

が
不
要
と
な
り
調
整
池
の
水
が
定
め
ら

れ
た
水
量
以
上
と
な
っ
て
全
水
路
か
ら

信
濃
川
に
流
出
す
る
と
き
。

な
お
発
電
所
で
計
画
的
に
行
な
う
作
業

の
た
め
、
放
流
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
放
流
要
領
な
ど
に
つ
い
て
関
係

箇
所
に
連
絡
し
、
一
般
へ
の
周
知
方
に

万
全
の
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。
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利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
さ
る

八
月
二
十
日
、
上
野
の
同
セ
ン
タ
！
で

入
所
者
を
か
こ
む
座
談
会
が
ひ
ら
か
れ

た
。
町
か
ら
は
平
沢
国
保
衛
生
課
長
と

上
村
衛
生
係
長
が
出
席
し
た
ほ
か
、
実
，

際
の
助
塵
、
指
導
部
門
を
担
当
す
る
和

田
、
関
口
、
貰
橋
保
健
婦
と
、
助
産
婦
㎜

の
太
田
ケ
ン
、
清
水
タ
カ
、
戸
田
貞
子
皿

祁
久
井
ク
ニ
、
小
林
マ
サ
、
中
条
セ
イ
㎜

押
木
モ
ト
、
江
ロ
ソ
ヨ
、
大
野
イ
シ
さ

ん
が
顔
を
そ
ろ
え
、
こ
の
施
設
で
安
産

し
た
井
川
マ
ス
イ
（
新
町
）
　
小
林
ア

ヤ
子
（
中
仙
田
）
　
小
幡
芳
子
（
仁
田

）
　
江
ロ
キ
イ
ノ
（
野
口
）
　
田
村
ハ

ル
イ
（
鶴
吉
）
　
永
井
ツ
ヤ
（
木
落
）

渋
谷
サ
ナ
子
（
中
央
町
）
　
高
橋
美
代

志
（
学
校
町
）
の
み
な
さ
ん
を
中
心
に

霊
子
社
会
教
育
主
事
の
司
会
で
活
発
な

話
し
あ
い
を
行
な
つ
た
。

利
用
者
の

　
　
　
　
声
を
聞
い
て

　
は
じ
め
に
、
平
沢
課
長
か
ら
、
母
子

健
康
セ
ン
タ
！
は
、
健
康
な
人
づ
く
り

の
基
礎
と
な
る
お
か
あ
さ
ん
の
、
妊
娠

中
の
検
査
や
指
導
と
、
生
ま
れ
た
乳
児

の
育
児
指
導
を
完
全
に
行
な
う
た
め
に

妊
産
婦
、
乳
幼
児
の
登
録
管
理
を
行
な

う
と
共
に
、
一
部
に
助
産
施
設
を
併
設

し
て
妊
産
婦
を
お
預
り
し
、
衛
生
的
で

完
全
な
お
産
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
と

い
う
目
的
で
、
町
が
六
百
七
十
万
円
の

　
　
　
　
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
菱
X
X
X
X
X
X
X
X
ノ

安
心
し
て
　
　
　
　
｛“

　
　
　
　
　
　
　
　
お
産
で
き
る
施
設
ネ
期

ず
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
入
所
者
座
談
会
X
X
狽

　
こ
と
し
㎝
月
か
ら
柔
務
を
嗣
始
し
た
　
金
を
が
け
マ
．
、
し
の
施
設
が
ア
、
き
た
。
町

母
子
健
康
セ
ン
タ
；
が
、
町
民
の
施
設
　
と
し
て
、
は
、
閉
析
以
来
、
利
用
者
か
ら

と
し
て
今
後
も
き
が
る
に
、
安
心
し
て
｝
満
見
し
て
い
た
だ
け
る
、
よ
・
つ
に
努
力
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
．
．
㌦
ワ
」

・
し
て
さ
た
が
　
ヲ
窪
に
入
斬
さ
れ
た
み

．
な
さ
ん
か
ム
キ
方
▽
ノ
の
な
い
感
想
、
希

・
望
、
意
奥
を
蓉
か
せ
て
も
ら
い
、
こ
の

冒
施
設
を
さ
ら
に
よ
り
よ
い
も
の
に
し
た

・
い
と
思
つ
て
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
、

㎜
と
い
う
意
味
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
本

糊鱗灘懲験醸

、鰯翻鞭
澱嚢

難

難黙

繋灘麟義
麗
賑

　
　
　
　
灘
強

鮭
鵜

　
　
　
撫

　
　
お

　
　
薙
嚢
’

　
　
な

懸
講
瓢
唖

、

欝

購
欝
騨

一
顯
に
は
い
つ
た
。

｝　
因
習
打
破
の

㎜
　
　
動
機
づ
け
に
も

一

　
　
こ
の
話
し
あ
い
で
、
注
目
き
れ
た
の
け

衛
生
的
な
、
デ
ニ
．
ツ
ク
ス
な
施
詩
ぞ
．
、

助
産
婦
さ
ん
を
葎
頼
し
て
、
い
さ
さ
か

の
不
安
も
な
く
産
む
こ
と
が
で
き
て
ほ

㎜
ん
と
う
に
よ
か
つ
た
、
と
、
入
所
者
の

皿
全
員
が
ク
ナ
を
そ
ろ
え
て
言
つ
て
く
れ

｝
　
　
　
　
　
　
　
’

｝
た
こ
と
で
あ
る
．
そ
し
て
、
侮
よ
り
の

副
産
物
は
、
初
孫
ほ
嫁
廼
雲
家
で
と
い

う
昔
の
し
き
た
り
霜
、
こ
れ
に
と
も
な
㎜

う
お
産
見
舞
な
ど
の
儀
．
礼
的
な
わ
ず
ら
．

わ
し
さ
は
、
こ
の
セ
ン
ク
ー
の
実
現
に

蠣騰

き
灘
繋
職

！グ逮

脚難霧鰍

、

禽
駕

－
よ
・
．
f
す
㏄
』
に
昔
の
も
の
に
な
つ
た
と

　
い
う
気
が
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
入
所
中
は
、
助
産
婦
さ
ん
が
産
婦
の

・
栄
養
ん
．
考
え
た
し
↓
で
食
べ
き
れ
な
い
ほ

ど
の
と
六
て
う
を
し
て
く
れ
た
。
こ
の

春
に
は
、
炉
田
の
助
産
婦
さ
ん
が
め
ず

ら
し
い
山
菜
を
即
つ
て
き
て
食
膳
を
に

ぎ
わ
し
て
く
れ
た
り
し
た
こ
と
が
感
謝

さ
れ
た
。
産
後
ま
も
な
く
、
ろ
う
下
を

急
ぎ
足
で
通
り
過
き
る
助
産
婦
さ
ん
の

・
ス
リ
ツ
パ
の
音
や
、
ド
ア
の
ガ
ナ
ヤ
ン

と
い
う
音
が
気
に
な
つ
た
、
と
い
う
声

が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
で
．
、
大
事
な
命

　
を
預
か
つ
て
い
る
と
つ
、
い
急
ぎ
足
に
な

り
、
心
せ
く
ま
ま
大
森
、
な
音
を
た
て
て

し
ま
つ
た
り
す
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
よ

く
注
意
す
る
、
と
い
．
一
、
麺
産
婦
側
の
答

え
が
あ
つ
た
。

町
か
ら
贈
る

　
　
　
　
ベ
ビ
ー
用
．
伽

　
入
所
中
は
マ
ク
フ
が
贋
す
き
た
。
フ

ト
ン
が
重
す
ぎ
γ
、
ベ
ツ
、
一
・
か
ら
す
ぐ
ず

り
落
ち
て
し
ま
フ
、
う
す
く
で
、
軽
い
フ

ト
ン
に
し
た
ら
ζ
つ
か
。
暖
房
が
よ
く

き
き
す
ぎ
た
。
3
亡
に
に
．
島
、
へ
る
と
、
　
一

週
開
の
入
所
で
一
乃
六
百
穫
の
入
所
料

は
高
く
な
い
。
㎝
会
の
時
間
を
も
つ
と

短
縮
し
て
も
ら
い
た
い
し
、
夜
間
は
九

時
以
降
の
面
会
を
禁
止
し
て
ほ
し
い
。

退
所
の
と
き
に
、
町
か
ら
二
千
円
相
当

の
お
祝
品
を
も
ら
う
が
、
そ
の
中
に
は

い
つ
て
い
る
オ
ム
ツ
カ
バ
ー
は
小
さ
す

ぎ
る
、
み
ん
な
が
事
前
に
準
備
し
て
入

所
す
る
の
だ
か
ら
．
も
つ
と
大
き
い
カ

バ
ー
が
ほ
し
い
、
と
い
う
声
に
は
、
セ

ン
タ
ー
に
入
所
す
る
人
に
は
、
ベ
ビ
ー

は
だ
蓄
や
カ
バ
ー
な
ど
、
町
で
祝
品
と

し
て
贈
る
の
で
事
前
に
準
備
し
な
い
で

心
配
な
し
、
に
入
所
し
て
ほ
し
い
し
、
こ

れ
か
ら
漏
用
す
る
、
人
に
は
み
な
さ
ん
か

ら
お
お
い
に
宣
伝
し
て
ほ
し
い
と
い
う

保
健
婦
さ
ん
の
答
え
が
あ
つ
た
。
退
所

・
し
て
か
ら
最
初
の
乳
児
検
診
ま
で
の
期

闘
に
指
導
を
受
け
ら
れ
な
い
の
で
心
ぼ

そ
い
、
も
つ
と
こ
ま
か
に
事
後
指
導
し

て
も
ら
え
た
ら
、
な
ど
と
い
う
声
が
次

つ
き
と
き
か
さ
れ
、
保
健
婦
、
助
産
婦

さ
ん
た
ち
は
、
い
ち
い
ち
う
な
ず
き
な

が
ら
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
メ
モ
帳
に

鉛
筆
を
走
ら
せ
て
い
た
。

　
欲
し
い
も
の
が

　
　
　
　
い
つ
ぱ
い

　
最
後
に
、
助
産
婦
側
か
ら
、
こ
の
施

設
を
さ
ら
に
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
満

ぞ
く
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
台
所
の

カ
ゴ
、
電
気
の
つ
な
ぎ
コ
ー
ド
と
コ
ン

セ
ン
ト
、
お
つ
ゆ
茶
わ
ん
十
個
、
献
立

用
の
キ
ツ
ナ
ン
、
ス
ケ
ー
ル
、
電
気
ア

イ
ロ
ン
、
事
務
室
の
本
た
て
、
カ
ヤ
、

電
気
掃
除
機
、
テ
レ
ビ
、
せ
ん
た
く
機

を
も
う
一
台
な
ど
、
早
急
に
備
え
て
く

れ
る
よ
う
に
と
い
う
強
い
要
望
が
あ
り

平
沢
課
長
と
上
村
係
長
は
、
一
臼
も
早

く
善
処
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
幕
を
と

じ
た
。あ

り
・

愛
　
　
窃

　
青
少
年
の
非
行
を
防
止
し
、
犯
罪
の

な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
「
社

会
を
明
る
く
す
る
迎
動
」
に
つ
い
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
深
い
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
、
先
般
、
浄
財
喜
捨

を
お
願
い
い
た
し
た
と
こ
ろ
、
総
額
八

万
四
千
百
五
十
八
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
お
金
は
保
護
観
察
協
会
へ
送
ら
れ
・

こ
れ
ら
の
仕
導
の
墓
金
と
な
り
ま
寸
。

　
皆
棋
の
ご
協
力
を
感
謝
し
報
告
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
小
冊
誌
「
と
も
し
四
、
）
」
第
六

斜
、
を
回
覧
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
回
読

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
川
西
町
羅
司
会

オ
ニ
回
の
献
血
日

　
1
0
月
2
7
日
と
決
定

　
国
鉄
公
舎
地
区
に
お
け
る
第
｝
飼
の

集
団
献
血
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
こ
ん
ど

は
金
町
民
を
対
象
と
し
て
、
約
百
人
の

献
血
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
場
所
及
時

間
に
つ
い
て
は
未
定
で
す
が
、
決
定
し

だ
い
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
前
回
と

同
様
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
善
意

の
献
血
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
衛
生
係
、
社
会
係

か
鎧
痛
．

　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
　
　
清
水
ヨ
シ
子

○
夏
萩
や
飛
べ
ば
な
が
る
、
風
の
蝶

　
好
き
な
酒
供
へ
て
通
夜
の
蚊
や
り
か

　
な
　

寺
尾
，
高
橋
章
子

　
土
用
明
け
の
航
空
防
除
に
煙
る
朝

　
大
螢
納
屋
横
切
っ
て
ゆ
き
に
け
り

　
　
　
　
　
中
爆
敷
　
　
小
林
た
み
い

　
黒
々
と
夏
木
立
あ
り
遠
花
火

　
　
　
　
　
小
串
倉
　
　
江
口
　
凡
石

噴
水
に
虹
あ
り
錦
鯉
光
る

　
　
　
　
小
口
賞
　
田
叩
翠
畝

葉
た
ば
こ
の
駁
穫
せ
わ
し
照
り
続
く

　
　
　
　
木
島
　
数
藤
ひ
さ
ほ

山
頂
に
立
つ
鉄
塔
の
西
臼
受
く

　
　
　
　
大
　
倉
　
　
金
子
　
洋
石

鈴
虫
の
澄
む
音
の
夜
店
た
た
み
け
り

　一，幽




